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7. 4系統のイエバエ (hllLSCa domestJ'caL.)におけるピレスロイド感受性について

林 先史,廿日山正光 (火正劉兆株式会社.防山科学研光虫)42.6.8受皿

4系統のイエバエにわけるピレトリン, アレス.)ンおよびフクルス')ンに対する感受性を比較し

た.火験の拙凪 これらピレスロイドに対し,

向にあることを知った.このことより, ヨーロ

もつものではないかと推訳した.

イエバエのイ子機燐系,有機規系系およびカ-バメl

ト系殺山刑に対すろ紙抗性に関する研兜は少なくない.

しかし,ピレスロイドに対すろ抵抗性についての細Lb

は少なく,DAVIEqetal.(1958)2)の報LIBがllB誠ぶかい

ものの一つであった.著者らはエアゾル殺虫剤の試映

法を検討する過程でヨーロッパ系のイエバエは本邦の

系統にくらべてピレトリン,アレスリンおよびフタル

ス.)ンに故い耐性をしめす傾向にあろことを知ったの

で韓日する.本文に入るに際し.ひごろより御指導を

賜っている名古屋大学毘学部弥打田三教授並びに斉藤

哲夫助教授いろいろ有2;.Sなる抑助雷をいただいた国立

予防相生研究所安宿和男博士に御礼巾し上げる.なれ

発表を御快諾いただいた上原昭二副社虫,'訳務取締役

井川俊一博士ならびに研兜部長田中一郎将士に謝意を

表する.

I. 実験材料および方法

1) 供試昆虫.火映に用いたイエバェ MiLSCado･

mesLicaL.は当研兜tiiで射 ℃飼付Fllの砧槻系,㍗-BHC

抵抗性の多 良々系 (村岡),敷柾の殺虫剤に抵抗性を示

す213-ab糸 (デンマーク)および多くの殺虫剤に対

し.補い感受性をしめすといわれている Lab-em17-

em系の4系統である.,なお.多々良系は福岡郊外で

γ-BHC,ディルドリ･)が頻繁に使用されていた地区よ

り採災され,その後,予防緒生研究所で γ-BHCによ

る淘汰が約20脚 もくりかえされたものである. また,

213lab系 はスエーデンで採災され,その後, デンマ

ークの PestInfestationLaboratoryで当主内軸汰の

行なわれた有機憐殺虫剤や DDTに対して非'i;'Eに故い

系統である.いずれも幼虫Jg)を17何mflは屯で成山肌を

5,00/ミルク浴液で飼育した羽化後 5rlrlu)桐肘 汀であ

る.

2) 供試薬凱 突放に用いた薬剤ほど.I/ト.)ン.ア

レス1)ンおよびフクルスリンの3榎獄で,0.2,%のエ

ヨーロッパ系のイエバエは本邦系にくらペて近い憤

ッパ系はもともとビレスロイドに強い生理的特性を

アゾル剤として火映を行なった.

3) 火映方払.

0.5m3邪型紙 ;火映法相ま殺虫剤粥針l)に記城の迫

田で,内容fl'10.5土0.03m3(63cmx63cmx125cm)

の大きさをもつガラス叫,那型のものである.火映は

薬剤0.65土0.10gを装斑内にPll射して,10秒後にイエ

バェを放ち.時間の経過にともなう致落下仰転虫数を

槻射した.また,致落下仰転個体は別の容掛 こ収容し,

24時間後の致死率も観察した.

局所施用法 ･,アセトンで所定没皮に稀釈した薬剤を

マイクロシt)ンジにより,イエバェの胸部背板に0.5FEl

あて塗布し,24時間後の致死率を槻空言した.

ⅠⅠ. 実験結果と考察

火映の結米は Finneyの図解法により,rfl火致釈下

仰転相L7g(KTB｡)および小火致死#._fit(LD80) をTllu
L,那1波,耶2･出に記.械処理した.

イエバェの系統I.1口におけるピレトリンに対する感受

性をKT8｡をFlrRとして比校した場合, 多々良系 )

Lab-em-7-em系)高槻系 )213-ab系のqrlに感受性

は低下した.また, 致死率では多々艮系 )高槻系 〉

Lab-em-7-em 系 〉213-ab系の頓に低下した.

アレス.)ンに対するKTBOでは多々良系)Lab-em-

71em系)高槻系)2131ab系の唄に低下し,致死率で

は多々良系,高槻系)Lab-em-7-em系)213-ab系の

唄に低下した,

フクルス.)ンに対する娼受也は KT80では系統問に

W.Y.:な詔)rllltがなく,213lab系において少々低い憤向に

あった.しかし.致死効卿 ま朽槻系,多々良系)Lab-

em-7lem系)213-ab系の頓に低下した.な串 KT60

で比幌した糊介.LPレトリン.アレスリンあいずれで

も補槻系に比校してLab-em-7-em系が高い感受性を

しめし,致死邸と逆な紡架をしめすことは興味ある現

象である.この帆司の一つは装田内にイエバエを放っ
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Tableaul･ EffetdupouvoirKnock-downet鵜 1amortalit6chezlesmouches
domestiquesdesquelqueSSOrteS.･舶Scolonies.

1"ilisie 十 Colonie 訂…smsBlrSedes"sTubcrh蔓,M./(aK:nroeTcsOkPl･u.dVo::irnnut;S,･･.!fnr･,mi , u t e' ･24,heurTes

Insecticide, KT 5 0 .. % mortalit6 aprとs

JJ ー■L l･L JTL

Pyrethiins0.2% TaTar左

Lab-em-7-em

..1､･･㌢/..号･Takatsuki
213-ab -

160

160

120

は

4

4

3

3

99･lA l′･16 ′′ - 75･2t

905 2'.Oら′/ 258

74.1 3′.39′/ 58.4

46.5･ - 12†.39′/ ,16.4

Allethrin0.2,%rTaTara ,＼ 4 160∴ 92;4.1 2'.38′′ ･44.1

･Ilab-cm-71em ､4 160 ･ 育三.(97･5 2'.57′′ ..ll.0
･､ ‖一一･Takatsuki 3 120 ′ し_69,7 ･ 5′.55′′ L45.4

2131ab 3 120 26,3 ･,27/･02'l/ r. 5･6

Phthalthrin TaTara 4 160

0･2% Lab-em-7-em ･4 160

Takatsuki 3 120

213-ab t3 120

99.6 1/.09′/

100.0 '･ll.OSW

97.5 2l.09′/

72.6 3/.39//

4

2

5

2

1

4

2

4

8

5

9

3

Tableau2. SurliLvaleurdeLD8｡duPyrethrins.del'Allethrin,etduPhthalthrin
chezles.mouchesdonestiquesdesquelquessortesdescolonies.

LD80aprと畠24heures(FLg/insecte(辛))､̀ Nombre Nombre
ン.;Colonie r･; ;･･d･essais･ desmouches pyrethrins Allethi'in.

TaTara 3 60(

Lab-ep-7-em 3 t… 60
丁akatsuk1 3 60I
213-ab ‥3 ､ 60

d.371

0.774

0.441

1.481

4

1

3

0

1

8

7

4

5

4

5

1

0

1

0

8

oJ416

0.380L

1.080

3.300

た岨 Lab-em-7-6m韻 はただちIと活発なる飛湖を行

なうのに対しi溺槻系はいったん沿哩は静止した後:､
飛掛 こうつる似rLLl]が認められ, これが関係するものと

一任娯した. '

･以上のごとく,ピレト.)シ,~ァレスt)ンおよび7Jク

ルスJ)ンに対する!･感受性は系統 閲に朗著な芸界が認め

られたt:･なお, その差掛 士致死効果 の点で大きく,･

213-ab系やLab二em-71em系 を･ヨ｣ロッパ系とすれ

ば多 L々良系/揃槻系のごとき本邦系に大別できる.,普

た, ピレスロイドに対しヨ-ロ･i･パ系は論い耐性をも

′っものと去える.･

DAVIESeLat.B)は村機塩素系殺虫剤や有機燐剤に

対し,L虹抗性をしめすイエバエは.ピレ ト])ンに対して

も耐性をもっとのべたが,'本火映の'結卿 ま213こab系

統iとっいてはr■~11校の帆 句をしめしたが. 同じ有機軸索

･系殺虫剤に抵抗性をもつ多々良系 ではどのような結米

は得られなかった.また,いろいろの殺虫剤に拭い感

受性をもつといわれる Lab-em-7-em 系が本 邦の両

/系統よIり払い耐性をしめすことより,他の殺虫剤に対

する抵抗性の有無とは別にヨー'ロ･ツパ系統はもとも1と
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ピレスロイドに故い生FJ!的特性をもつものではないか

と考えられる.

安富3)は DDTに対する感受性がヨーロッパ系イエ

バェと本邦系ではもともと共なるものであることを示

唆したが,本火映の純米とかんがえあわせて歩Ll昧ぶか

い問題である.なお, 協力剤を混用した助命の効米や

他のヨ丁ロッ!ヾ系での失敬を継続中であるので別に細

告する.

ⅠⅠⅠ.摘 要

0･5m3箱型装置法や局所施用埠によって多々良系,

高槻系,213-ab系および Lab-e甲-7-elp系イエバェ

の どレ ト1)ン,ア､レス')ンおよびフタルス1)ンに対す

る感受性を比較検討した..実験の結果,213-ab系は

他の系統にくらべてノックダウンスピ← ドが遅 く,致

死率も小さいことが認められた.また,LDooの価につ

､いてみれば213-ab系や Lab-em-7-em系は高槻系や

多 良々系よりも大きく,ピレスロイドに対し, ヨーロ

ッ̀パ系は本邦系よりも強い耐性をもつものと考えられ

ち.また;ヨー･ロッパ系はもともとピレスロイドに故
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い生PJi的特性をもつものと推察した.
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L'auteurdtudielasensibilit占compar占epo血

lespyr6thrins,1'allethrinetlephthalthrinche2;

lesmouchesdomestiquesdescoloniesTaTara,

Takatsuki.213-abetLab一cm-7-ema'1'aidedela

m占thodedel'appareilduTypeBofte0.5m3.

LesrisultatsmontrentquepourIousleら

insecticideslavitessedupouvoirKnock･down

estlapluslentechez]esmouchesdescoloni由

213-ab,etqu'aupointdeγuedelamortalit占

h valeurestplusbassechezlesmouchesde-3

colonies2131abetLab-em-7-em quechezcelles

TaTaraetTakatsuki.IAinsi,C'estunproblとme

int占ressantquelesmouchesdescolonieseuro･
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insecticidesquecellesjaponaises.
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8･ ツノロウムシ,カメノコロウムシおよびルビーロウムシの体脂肪中の脂肪酪 アル⇒-!~

)りおよび炭化水素の構成 玉木tEP](凸林省凸英検盃所)河合省三(東京都現業試験場)42･7･3受理

Ceroptastcs屈のカイガラムシのワックス分泌と関連づけて,体脂肪中の伯肪酸,ア ルコールおよ

び炭化水系の桐成なしらべた. {

本邦在の Ceroblastes屈3税の脚 旨肪含免は生鮮式当り10.4か ら26.6%を示し, 中性脂肪, 遊離 し-

脂肪概および燐肥TIの含免はそれぞれ休胴肋の80-95,0.8-1.9,および 2.7-18.8%を示した.巾_

性脂肪中の脂肪慨は10種籾 (C8-C20)からな り,その主脚 まCIOとC12(75-78,%)で あるが, 滋 へ

雛型脂肪酸は14梯湖 (C8-C2｡)からな り,その主脚 まC18,C18:1およびC川:2(66-79,%)であっ

た.両飢アルコールはC22からC3.のもの5柾が認められ,その主脚 まC2-またはC℡書であった. 脱

化水素はClSか らC-7にいたるもの約30和が認められ,その主班成分はCll.C13おJ:ぴC佃(59-69

,%)であった.

.､以上の長川 にもとづいて,カイガラムシの作内胴肪慨の持乱 分泌ワックスの生合成のJiJ, およ

び CerobtasLes屈3坪の分靭学的相互関係について論議した.

Introdttction

TheinsectbodyofCeroblasEcs♪seudocen'fel･uS

Greeniscoveredwithwaxysecretionconsisting

ofhoneydewandwaxmaterial(Tamaki1963).

Ⅰnaseriesofstudies,compositionsofamino

acidsandcarbohydratesinthehoneydew have

been reportedfrom ■anutritionalviewpointof

thescaleinsect(Tamaki,1964a,ら).Thechemical

compositionofwaxmaterialinthewaxycovering

hasalsobeenpublished(Tamaki1966).

Sinceprincipalconsitituentsofthewax～mate-

rialsecretedbytheinsectareestersofhigher

fattyacids(C28.C3｡andC32),itisofinterestto

elucidatethelipidcompositionoftheinsectbody.
whichisconsideredtobeapossiblesite･of

synthe3isoEthesehigherfattyacids..Thispaper

dealswiththefattyacid,alocholandhydrocar･

boncompositionsinthreespecies'ofadultscale

insect,CerobtasEesbseudocen'/eras,Cerobtastcs

japonicas,andCeropLastesrubens.

ーMateri818PndかIetllOd8

Insects

TheadultfemalesofC.♪Seudoceriferuswere

collectedfrom twigsofinfestedteaplants(Theo
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